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発行月 令和５年１月 ・さがみはらＳＤＧｓアワード２０２２【P1】
・協働の事例紹介【P2】
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第５号

令和３年度に引き続き、今年度も市内企業や団体のＳＤＧｓに関する優れた取組を表彰する「さがみ
はらＳＤＧｓアワード２０２２」を相模原青年会議所、津久井青年会議所及び相模原市の協働で開催し、
５つの団体を表彰しました。

フードコミュニティは平成２８年に設立された任意団体で、市内企業や市民から「おすそわけ」でいただいた食品
等を、子ども食堂や生活困窮者の支援団体、福祉施設等に届ける活動を行っています。集まった食材等を仕分けし、
会場配布だけでなく戸別配布も行っています。会員数は１５名で、幅広い年代の方が活動しています。市内企業やＪ
Ａ、市等の様々な相手と協働している点が評価され、協働賞を受賞しました。
今回は、副代表の風間真起子さんにお話を伺いました。

相 模 原 市 長 賞 藤野電力「防災意識の普及啓発 再生可能エネルギーと人のつながりの活性化」

優 秀 賞 NPO法人Class for Everyone 「リユースから学びをつくる」
協 働 賞 フードコミュニティ「お裾分けのお手伝い 余剰食品を困った人の笑顔に変える」

審査委員特別賞 森ラボ農産物商品開発プロジェクト「野菜を労わる高校生のふりかけ」
〃 Loom Sagamihara「容器を堆肥に ～限られた資源を循環し、想いの循環を～」

Ｑ.様々な相手と一緒に活動して

よかったことは？

自分達だけではできないことができるようになりました。

この活動は食材等がなくては成り立ちませんので、多方面
との協働が非常に重要になります。食材等を提供いただくだ
けでなく、配送までお手伝いしていただく企業もあり、大
変ありがたいです。市との協働では、広報紙への掲載やイ
ベントの出展も可能になりました。市や企業と協働で
取り組んでいると、市民の方からの信頼も得

られ、安心して利用いただけるとい
う効果も大きいです。

Ｑ.協働のコツ・ポイントは？

例えば食材等を提供いただいた企業や農
家の方に対しては、食材等を受け取った方の
メッセージを「感謝通信」としてまとめてお
伝えしています。どの相手方に対しても、
謙虚さを持って接することが重要ですね。

Ｑ.市民の方へメッセージを！

私もそうだったように、「誰かの役に立ちたい！」と思っ
ていても、何をして良いかわからない方も多いと思います。
ですが、ご家庭で余った食材をひとつ提供することも、
誰かの大きな役に立ちます。意外と身近なことからできま
すのでぜひ一歩踏み出してみませんか？

食材等を提供いただける方や、一緒に活動して
みたいと思った方は下記までご連絡く

ださい！ フードコミュニティ （代表 中臺）

070-4481-4094
foodcommunity.1001@gmail.com

感謝通信

風間副代表

団体だけではなく、協力いただいた皆様と一
緒にいただいた賞なので、とても嬉しいです。

mailto:foodcommunity.1001@gmail.com


「協働」と聞くと難しいイメージもあるかもしれませんが、意外と既に取り組まれている事例もあります。

今回はこどもや若者を対象とした、市民×行政の協働の事例を紹介します。

新しい事業だけではなく、既存の事業に協働のエッセンスを入れるだけで、相乗効果が期待できるかも・・・？
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さがみはら子どもアントレプレナー体験事業

第9回 More輝く～南区アイディアコンペ～ 夏休み子ども消費者教室

◆編 集 後 記◆

協働ニュースの発行は年２回なのですが、今年度はこの５号が最初です・・・ということで３月には６号を発行しますの
で、早くもそちらにも取り掛からなくては、と焦っています。協働の取組を伝えるって難しい部分もあるんですが、記事掲
載にご協力いただいた皆様には、わかりやすく簡潔にまとめていただき感謝です。ありがとうございました。

令和４年８月、公益社団法人神奈川県計量協会
及び独立行政法人国民生活センターとの協働によ
り、小学校５，６年生に向けた「夏休み子ども消
費者教室」を実施しました。
棒はかりの工作や、計画的なお金の使い方を学

ぶゲーム、国民生活センターの施設見学等、楽し
みながら専門的な内容を学ぶことで、「自立した
消費者」になるための、きっかけの場となりまし
た。
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令和４年１２月、南区若者参加プロジェクト実行
委員会が主催する「第９回More輝区～南区アイ
ディアコンペ～」が開催されました。
これは、若い世代が自分たちの区のまちづくりに

ついて考え、区内の若者と地域に関わりのある方と
の交流を図ることを目的としています。
今年度は、４年後に開催を目指すイベントのマス

コットキャラクターのコンペを行い、「みなクジャ
くん」が選ばれました！

みなクジャくん

令和４年８月、小学生を対象に、初めて出会う仲間
と「会社設立、事業計画書の作成、資金調達、仕入、
製造、販売、決算」という起業のプロセスを疑似体験
する「さがみはら子どもアントレプレナー体験事業」
を実施しました。
事業の企画・運営は大学生や市内企業、産業支援機

関等が連携して実施しています。市内で操業している
経営者の方等に運営に携わっていただくことで、専門
的な視点が取り入れられ、より現実的な融資交渉や材
料の仕入れ、商品製造や販売価格の決定等、社会の仕
組みを実際に体感できる事業となりました。

融資交渉

商品の製造

販売


